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茨城県立高等学校における体育館外壁落下事故について 

 

 

１．事故の経緯 

    平成２９年３月１７日（金）１１時３０分頃、茨城県立古河第三高等学校において、体

育館の外壁が落下し、教諭を直撃。 

 

２．事故の状況 

   ○ 事故が発生した体育館は昭和４６年築、鉄骨造 
 
   ○ 体育館の外壁から、ラスモルタル外装材（約９０cm×約６００cm、厚さ約３cm、重

さ約１００㎏）が落下。 
 
   ○ 体育館脇にいた男性教諭に直撃。目撃した生徒から事務室に報告があり、職員が１

１９番通報し、病院に搬送。教諭は、頭蓋骨一部骨折等の重傷であるが、意識はある

状況。隣のグラウンドで、生徒が体育の授業を受けていたが、けがはなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．現時点で推測される事故原因 

  ラスモルタルの経年劣化により下地から剥離して落下したものと推測されるが、詳細に

ついては現在県において調査中。 

 

４．茨城県の対応 

    事故当日中に県の職員を現場に派遣し、学校と連携し事故状況等の把握・対応を行った。 

  現場周辺を立ち入り禁止とし、事故原因の調査を開始した。 

  全ての県立学校に対して、危険箇所がないか早急に点検するよう通知した。 


